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平成 21年 4月 10日 

各    位 

会 社 名 DOWA ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長  河野 正樹  

コード番号 ５７１４ 

問 合 せ 先 経理・財務部門 

 経理担当部長    成田 岳浩 

 TEL(03)6847-1150  

 

平成 21年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

１． 平成 21年３月期 連結業績予想の修正について 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21年１月 20日に公表した、平成 21年３月期(平成 20年４月 1

日～平成 21年３月 31日)の連結業績予想を次のとおり修正します。 

 

  連結 業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回（1/20）予想（Ａ） 345,000 △8,000 △10,000 △18,000 

今回（4/10）修正（Ｂ） 345,000 △8,000 △12,500 △25,000 

増減額（Ｂ－Ａ） － － △2,500 △7,000 

増減率 － － － － 

(参考)前期(平成 20年３月期）実績 475,826 44,319 44,888 24,520 

 

＜修正の理由＞ 

当社は第２四半期以降の市況および需要動向の急変を受け、１月 20日に業績予想修正を公表し

ましたが、その後の状況変化を踏まえ下記の通り予想の修正を行います。 

 

前回修正以降、自動車向け製品を中心に販売数量は想定を下回る水準で推移しておりますが、

為替や金属価格の条件がやや好転したこと、人件費などのコスト削減策を強化したことが下支え

し、売上高、営業損失は前回予想並となる見込みです。 

 

しかし経常損失では、営業外費用として持分法損益が悪化したこと及び外貨建債権に対する為

替差損が発生したことで 25億円減益の 125億円となる見込みです。 

 

また、当期純損失は 70億円減益の 250億円を見込んでおりますが、これは経常損失のほか特別

損失を約 80億円追加計上した一方、税金費用が約 35億円減少することを反映した結果です。 
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＜特別損失の追加計上について＞ 

 追加計上を予定している主な特別損失は以下の通りです。 

 ・事業撤退や工場統合等に伴う構造改革費用 約 30億円。 

 ・関係会社株式の評価損及びのれん減損  約 27億円。 

 ・生産効率化等により遊休・不要となった固定資産の減損損失及び除却損失 約 13億円。 

  

 

２． 平成 21年３月期 個別業績予想の修正について 

 

平成 21年３月期(平成 20年４月１日～平成 21年３月 31日)の個別業績予想について、平成 21年１

月 20日付の業績予想を次のとおり修正します。 

 

個別 業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 15,000 9,500 9,500 500 

今回修正（Ｂ） 15,000 9,500 9,500 1,500 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － 1,000 

増減率 － － － 200.0％ 

(参考)前期(平成 20年３月期)実績 14,554 8,233 9,061 8,611 

 

＜修正の理由＞ 

従来、上場株式の評価損に対しては税効果を認識していませんでしたが、国税庁より公表され

た指針により評価損の損金算入が可能となったことなどで、税金費用が 26億円減少しました。一

方で、子会社に対する投融資の評価損を計上することなどにより特別損失が 16億円増加する見込

みとなりました。なお、後者の評価損は個別業績でのみ計上されるもので、連結業績に対する影

響はありません。 

 

 

３．平成 21年３月期配当予想について 

 

 配当予想は１月 20日発表の１株あたり 10円から変更ありません。 

 

 

(注)  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大き

く異なる可能性があります。 

 

以  上 


